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同

学

会

に
帰

活

セ

ン
タ

ー

四
月
か
ら
の
新
安
保
批
藩
阻
L
闘
争
に

そな
え
、
岡
学
会
で
は
帰
郷
活
動
セ
ン

タ
ーを
設
け
、
帰
活
ニ
ュー
ス
を
広
っ

て
いる
。
夏
の
帰
活
と
は
ち
が
い
、
安

昭
和
三
十
五
年
度
京
大
入
学
試
験
の
合
格

義
雛
鋸
製
騎
讐
昇
酷

法

法
学
部
、
二
時
半
に
文
学
部
、
五
時
す
ぎ

に
教
育
字
部
な
と
文
科
系
学
部
の
全
部
に

つ
い
て
行
な
わ
れ
、
あ
け
て
十
八
日
正
時

に
は
琿
学
部
の
発
表
が
つ
づ
い
た
。
京
大

各
所
の
合
格
者
発
表
場
に

七
一

保
をめ
ぐ
る
情
勢
と
四
月
闘
争
の
具
体

的
な
とり
く
み
を
四
百
人
余
り
の
活
動

家
へ
知ら
せ
る
の
が
主
な
仕
事
で
、
三

月
三
日と
十
一日
に
二
回
ニ
ュー
ス
を

発
送
、
あと
二回
底る
予
定
。

一 ・ 一 騨一 一 〇 ,一 曹 一

は
オ
ー
バ
ー
の
え
り
を
立

て
た
受
験
生
を
は
じ
め
、

父
兄
や
高
校
の
先
生
、
出

身
校
の
先
輩
に
あ
た
る
京

天
生
な
ど
が
、
あ
る
い
は

歓
声
を
あ
げ
、
あ
る
い
は

う
ち
し
お
れ
な
が
ら
、
悲

喜
さ
ま
ざ
ま
の
表
情
で
立

ち
つ
く
し
て
い
た
。
さ
ら

に
十
九
日
に
は
医
学
部
・

窯
学
部
・農
学
部
の
発
表

が
行
わ
れ
、
二
十
一日
に

は
工
学
部
全
字
科
の
免
表

が
あ
っ
て
昭
和
二
十
五
年

度
京
大
入
.写
者
の
全
部
が

決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
合
格
者
発
表
の
前

朧 曽 鱒,,,轍 ● 脚 一 ● ●

八

経
七
〇

一

最
低
点
大
き
く
上
る

ヒマラヤ遠征

 

法
経
向学
部
は
例
年
の
こ
と
な
が
ら
お
たが
い
に
に
た
り

よ
っ
たり
の傾
向
を
一小し
、
合
格
者
最
低
点
は共
に
大
幅
に

上
昇
、法
学
部
で
は
七
一八点
で
昨
年
よ
り
六
八
貞
も
高

く
、
経
済学
部
も
七
〇
一点
と
二
七
点
も
ウナ
ギ
のほ
り
に

上
っ
た。
し
た
が
っ
て
法
経
両
学
部
の
最
低
点順
位
は
昨
年

と
逆
にな
った
か
っ
こ
つ。
法
経
両
学
部
は昨
年
と
撮
人
・

現役
の比
楽
は
ほ
と
ん
ど
変
り
が
な
い
が。

明
年
度
に
延
期

パ
キ
ス
タ
ン
入
国
許
司
お
り
す

㌦一噸炉占再」

四手井調彦教授

京
大
学
士
山
届
会
の
創
立
三十
周
年
を

記
念
す
る
ヒ
マ
ラ
セ
浬
征
翫
画
は四
月

申
旬
か
ら
実
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
った

が
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
が
入
圃
許
可
そ

与
え
な
い
た
め
、
一年
間
延
期
さ
れ
る

こ
と
にな
った
。
咋
年
五
月
十
七
日
の

発
表
に
よ
る
♪、
理学
部教
授
四
手
井

綱
彦
博
士
を
隊
畏
に
カラ
コ
ルム
・シ

ア
チ
ェン
氷
河
地
域
に孤
高
を
誇
る
サ

ル
ト
ロ
カ
ン
リ
(七
七
四
二邑

と
テ

ラ
ム
カ
ン
リ
(七
四
六
六
琶
の
両
処

女
峰
を
祖
服
し
よ
う
と
いう
謝
画
が
脳,

年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
実
行さ
れ
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
十
一月
未
に
パ

キ
ス
タ
ン
政
府
が
国
内
事
情
を理
由
に

こと
わ
り
の
手
紙
を
京
大
学
士
山
歯

W†の
結
果
を
給
合
す
る
と
昨
年
と
く
ら
へ
て
打
徴
的
な

の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

①
昨
年
度
よ
り
も
各
学
部
と
も
最
低
点
が
上
昇
し
て
お

り
、
特
に
法
・経
両
字
部
は
七
〇
〇
点
を
突
破
し
た
。

②
現
役
・痕
人
の
比
率
は
、
沖
経
て
は
現
役
が
ふ
え
、

突
教
で
は
浪
人
が
ふ
え
て
い
る
。

今
年
の
入
試
は
数
学
の
新旧
両
課
程
が
並
列
し
て
行
な
わ

れ
る
最
後
の
機
会
と
あ
っ
て浪
人
の
動
向
が
特
に
注
目
さ
れ

て
い
た
が
、
文
教
両
学
部
で
は共
に
浪
人
の
入
学
者
の
比
率

が
ふ
え
、
文
学
部
で
六
%
、教
育
学
部
で
一%
と
わ
ず
か
な

が
ら
上
昇
の
傾
向
を
示
し
て
いる
。
こ
の
傾
向
が
法
経
両
学

部
と
対
照
的
で
あ
る
点
から
み
て
浪
人
が
合
格
最
低
点
の
低

い
学
科
を
選
ん
だ
と
み
る
の
は早
計
で
、
毎
年
こ
れ
以
上
の

変
動
が
め
る
こと
を
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
こ
の
こと
は
大
し

た
影
饗
も
なく
、
昨
年
な
み
で
あ
っ
た
と
考え
る
方
が
萎
当

で
な
い
か
と思
わ
れ
る
。

文
学
部
は毎
年
女
子
学
生
が
に
く
さん
入
学
y
る
が
、
今

年
も
二
三
名で
昨
年
な
み
。
合
楼
最低
煎
の方
も咋
年
と
は

と
ん
ど
大
差
な
い
。
教育
学
部
は
六
二
六点
と
昨
年
よ
り

七
八
点
も
は
ねあ
が
っ
て
文
科
系
学
部
で
は最
もの
ひ
て
文

学
部
に
せ
ま
った
、た
だ
今
年
も
文
料
系学
部
だ
け
を
と
っ

て
み
て
も
、最
低
点
に
関
し
て
法
学
部
七
一八点
と
教
胃学

部
六
二
六
点
の間
には
八
山ハ点
の
差
が
あ
り
依然
と
し
て
断

層
が
ひど
い。

昭
和
三
十
五
年
度
京
大
入
学
試
験
結
果
(三
月
+
九
日
現
在
)
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カッコ内は昨年の数字。最高、最

低点は千点満点に換算した。

委

員
長

に

木
原
助
教
授

職
組
役
員
き
ま
る

京
大
職
員
組
合
の役
員
改
選
は
三
月
四

日
か
ら
七
日
まで
投
票
、
九
日
に
開
票

さ
れ
、
新
役
員
は次
のむ
つに
決
ま
っ

た
。委

員
長
ー
不
原正
雄
(経
療
学
部
助

教
授
)
▽副
委
員
長
ー
小
国
健
一

(文
学
部
事
務
員)
園
部
逸
夫
(法

学
部
助
教
授
)
▽
讐記
長
11浅
井
健

次
郎
(理
学
部
助教
授
)

投
票
総
数
は
五
六
七
、投
票
率
は
六
割

五
分
で
あ
っ
た
。

箇

駐勲
毬

一会
場
に
分
裂

大
混
乱
の
全
学
連
臨
時
大
会

全
学
連
第
十
五
回
臨
時大
会
第
一日
は
、
十
六
日
東
京
目黒
公
会
覚
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
二
月
禾
の第
二十
二回
中
央
委
員
会
で
反
主
漉派
の徳
江
和
雄
君

(
一橋
大
)
ら
八
中執
が
ひ
免
さ
れ
た
こ
と
か
ら、
激
化
し
て
い
た
主
痂
派
(共
産
主
義
者
同
盟)
と
反
主
流
派
(革
命
的
共
産
主
義
者
同
盟
、日
本
共
産
党

f
い
わ
ゆ
る
代
木々
派
)
の
対
立
で
、
開
会
三
十
分
肘
の午
前
九
時
半
こ
ろ
か
ら
、
目
黒
公
開
賞前
は大
混
乱
と
な
り
、
代
議
員
権
を
認め
ら
れ
な
か
っ
た

東
京
教
脅
大
学
文
学
部
を中
心
と
す
る
反
主
流
派
は、
大
会
運
営
委
と
、
全
学
連
申
執
委
に
た
いす
る
抗
議
簗
会
に
う
つ
っ
た
。
こ
れ
にた
い
し
、
執
行
部

は
北
小
路
中
執
、唐
牛
委
員
長
な
ど
が
説
得
にあ
た
り
、
教
甫
大
文
学
部
代
議
員
ら
と
の
交
渉を
お
こ
な
っ
た
が
、
結
論
の
で
な
い
まま
、
主
流
派
の
代
議

員
だ
け
で
定
足数
に達
し
て
い
た
の
で
、午
後
二
時
半
、大
会
運
宮
委
員
長
の
林
道
戦
中
執
(東大
法
〉
が
開
会
を
富
話
し
議
長
団
選出
など
に
つ
づ
い
て
、

溝
水
丈
夫
轡
記
長
(東大
経
)
の
第
十
四
回
大
会以
後
の蓮
動
の
総
括
に
は
い
っ
た
。
中
執委
提
案
のこ
の
総
括
は
、
賛
成
二
四
一、
反
対
囚
、
保
留
八
、

で
可
決
さ
れ、
午
後
八
時
散
会
し
た
。
一方、
反
主
流
派
は抗
議
集
会
の
あ
と
、
公
会
冨
ー広
場
で、
阪
大
南
校
の
赤
傾
せ
先
頭
に
シグ
ザ
グ
行
進
昂お
こ

な
い
、
そ
のま
ま
東
京
学
去
大
世
田
が
谷分
校
に
場
桝を
う
つ
し
て
対
策
を
協
議
し
兀。

公
会
寛
前
の
混
乱
は、九
時
半
こ
ろ
、代

議
員
計
発
行
の窓
口
に
あ
ら
わ
れ
た
教

青
大
又学
部
自
沿
会
の
黒
弱
純
久
書
ら

に
同
自
掴会
か四
力
年
に
わ
た
っ
て
加

盟
寅
を
お
さ
めて
いな
い
か
ら
代
議
員

権
を
認
め
る
こと
は
で
き
な
い
、
と
大

会
偲営
委
が抽
否
し
た
こ
と
か
ら
は
し

ま
っ
た
、
こ
のた
め
堅
弱
君
ら
は
、
そ

定
員
に
つ
い
て
み
ると
定
員
ち
ょ
う
と
で
合
裕
者
を発
表

し
た
文
科
系
学
部
は
経
画学
部
た
け
で
、
他
の
文
学部
、
教

脅
学
部
、
法
学
部
は
定
員
よ
り
蚊
名
多
く
合
格
さ
せ
てい

る
、

.

な
お
三
十
五
年
度
の京
大
入
学
試
験
合
稻
者
の
身体
検
倉

は
三
月
二
十
八
日
(月)
二十
九
日
(火
)
の
両
日
京大
本

部
大
ホ
ー
ル
で
行
な
われ
る
、
二十
八
日
は
法
・文
・経
・

農
の
四
学
部
、
二
+
九
日
は医
桑

・エ
・理
。教
の
五
学

部
で
午
前
ハ
時
十
五
分
巣合
、
午
削
八
時
半
検
査
開
始
、
午

前
中
に
一般
検
盒
が
行
な
われ
、
午
後
は
疑
い
の
あ
る
人
た

け
に
精
密
検
査
が
行
な
わ
れる
予
足で
あ
る
。

会
あ
て
に
送
っ
て
き
て
い
たも
の
。
四

手
井
教
授
は
こ
の
た
め
「再
び
新
し
い

申
請
を
六
月
末
日
ま
で
にお
こな
い
、

一九
六
一年
度
に
隊
員
、
コー
ス
、
予

算
な
ど
も
ほ
ぼ
同
じ
規
模
で実
行
す
る

こ
と
に
す
る
」
と
琵
し
て
いる
。

山
岳

部

黒
部

へ

京
大
山
髭
部
は
目
的
地
を①
黒
部
申

流
②
黒
部
十
字
峡
横
断
の
二
つ
に
わ

け
、
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー
に
わ
か
れ
て出
発

し
た
。
黒
部
申
流
を
ア
タ
ッ
クす
る
パ

ー
テ
ィ
ー
は
三
月
十
日
京
都
を
出発
、

総
勢
二
十
九
人
が
、
第
一期
と
し
て後

立
側
綾
線
の
針
ノ
木
。ス
バ
リ
・赤
沢

の西
尾
根
を
進
み
、
第
二
期
と
し
て
立

山
側
の
尾
根
の
ク
ラ
ノ助
、
黒
部
別

山
、
タ
ン
ボ
沢
尾
根
、
一ノ
越
な
ど
を

ま
わ
って
四
月
五
日
帰
洛
す
る
。
一方

黒
部
川
十
字
駅
を
横
断
し
厩
島
槍
ケ岳

と
剣
岳
を
結
ん
で
行
延
す
る
一隊
は
、

京
大
山
田部
が
厳
冬
期
に
二
度
も
試
み

ね
がら
い
ず
れ
も
悪
天
候
に
わ
さ
わ
い

さ
れ
て
鹿
島
槍
か
ら
撤
退
を
余儀
な
く

さ
れ
た
計
画
を
三
た
び
実
行す
る
こと

に
な
つ
て
い
る
。

島

車
部
は

露
罐

四
国
を

一
周

日六
時
、
四

台
の
自
動
車
に
二
十
八
名
の
部員
を
乗

せ
て
、
西
部
構
内
を
出
発
、春
の四
国

一周
旅
行
に
む
か
っ
た
。
こ
の
旅
行

は
、
春
の
合
宿
と
し
て
、
噌昨
年
来お

こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、昨
年
は

姫
路
か
ら
皆
取
を
ま
わ
る
四
国
一周
、

今
年
は
容
の
中
国
路
を
つ
っ
は
しる
。

今
度
の
旅
行
は
、
ド
ラ
イ
ブ
煙
転
の実

地
酬
練
と
、
比
敦
的
知
ら
れ
て
い
な
い

四
国
の
道
路
調
査
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
明
石
か
ら
、
フ
ェリ
ー
ホ
ー
ト
を

利
用
し
て
徳
島
に
渡
り
、
黒
潮
の洗
う

太
平
洋
沿
い
に
南
ま
わ
り
に
室
　
を
通

り
、
愛
媛
の
松
山
か
ら
、
瀬
戸
内
海
沿

い
に
香
川
の
丸
亀
に
出
て
、
再
ひ
徳
島

に
昏

、
フ
ェリ
小ー
ト
で
明
石
に
渡

って
、
二
十
一日
に
帰
盛
の
予
定
、

O
き

書

書

暑

う
ヤ
り
ヤ
9
b
ヨ

書

9
b
遷
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暑
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ヨ
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含
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ε

き

含

～

り
b
窪

蓬
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含

町
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遷

ξ

署

薯

?
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ε

り
b
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リ
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(
9働 網 閥 伊頃備 鋤 鋤 軸 働 鋤 伽 働 鋤 伽 ～ 鋤 備 働 働 働 ㎝ 僧 御 働 網 鋤 働 鋤 鋤 働 鱒 備 働 鱒 ～ 働 細 掬 細 鋤"

霧

、、ポ

§罐

苦
し
い
試
練
にう
ち
か
って
京
大
に
合
格
さ
れ

た
み
な
さん
に、
心
か
ら
「お
め
で
と
う
」
と
申

し
あ
げ
ます
、数
年
而
の
あ
の
感
激
を
思
い
う
か

べ
る
時
、私
たち
は
何
よ
り
も
ま
ず
お
祝
の
百
集

を
言
わ
ず
に
はお
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
か
そ
の
新

鮮
な
フ
ァイ
ト
を四
年
間
燃
や
し
つ
づ
け
て
下
さ

い
。新

し
い仲
間
のみ
な
さ
ん
に
私
た
ち
は
ま
ず
、

あ
な
た
の人
生
の
コー
ス
を
今
一度
し
っ
か
り
と

考
え
て
い
た
だ
きた
い
と
思
い
ま
す
.
あ
な
κ
は

あ
な
た
の
生
薩
を何
の
た
め
に
さ
さ

げ
る
っ
も
り
です
か
。

あ
な
た
が敢
えて
文
掌
部
や
教
育

学
部
を
鯉
は
れ
た方
な
ら
、
と
く
に

こ
こ
で
腹
を
く
く
って
お
い
て
欲
し

い
。
四
年
の
後
、即
工系
で
は
求
人
側
が
眼
の
色

を
変
え
て
い
る
の
に、
入
社
試
験
の
機
会
も
与
え

ら
れ
ず
、
覚
悟
し
た
はず
では
な
か
っ
た
か
と
改

め
て
自
分
に
問
わ
ね
はな
ら
ぬ
ひも
知
れ
な
い
の

で
す
。

あ
な
た
は
法
・終
学
部
で
す
か
、
幸
い
当
分
好

況
は
つ
づ
く
よ
うで
す
。
し
か
し
人
生
の
目
的
を

見
失
な
っ
た
「片
隅
の幸
福
型
」
の
学
生
か
圧
倒

的
に
な
っ
た
のは
現
実
で
す
。
こ
の
よ
つな
傾
向

が
問
題な
の
は、
世
の
識
者
た
ち
が
ガ
イ
タ
ン
す

るよ
う
に
「人
聞
に
お
も
し
ろ
み
が
な
く
な
っ
た

」
と
いう
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
あ
な
た
が
片

隅
の幸
福
た
け
を
願
っ
て
い
る
の
に
そ
れ
さ
え

も保
隙さ
れな
い
社
会
の
機
構
だ
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
片隅
の幸
福
を
融
つこ
と
す
ら
で
きな
い圧

倒
的
多数
の人
び
と
が
の
る
か
ら
な
の
で
す
。

理
工
系
の
あな
た
に
は
こ
の
よ
う
な
話
は
縁
が

な
い
か
も
知
れま
せ
ん
。
こ
の
理
工
ブ
ー
ム
に
京

大
出
と
重な
れは
、
望
ん
で
か
な
わ
ぬ
こ
と
はな

い
で
し
ょう
。
し
か
し
あ
な
た
の
拠
重な
技
術
の

果
す
役
割
が
大き
く
な
れ
は
な
る
だ
け
、あ
な

た
の人
類
への
責
任
は
大
き
い
。
ア
イ
ン
シ
ュタ

イ
ン
の悲
劇
は
決
し
て
過
去
の
も
の
で
はな
い
の

です
。社

会
が
ます
ま
す
分
業
化
ワ
る
に
伴な
って
、

わ
れわ
れ
は
社
会
の
恩
恵
を
受
け
ね
ぱ生
き
てい

けな
いと
共
に
、
わ
れ
わ
れ
の
行動
は
ま
た社
会

に
大
きな
つな
が
り
そ
持
つ
よ
う
に
な
っ
たと
自

え
ます
。わ
れ
わ
れ
一人
一人
が
そ
の
生
き
万
に

お
い
て祉
会
に責
任
を
負
わ
ね
は
な
ら
な
い
の
で

あ
り
、と
く
に
ま
だ
ま
だ
少
数
の
恵
ま
れ
た存
在

で
あ
る
大学
出
は
そ
の
璽
務
を
捕
感
し
な
く
て
は

な
ら
な
いと
思
つ。
最
近
い
ろ
い
ろ
な
面
で問
題

を投
け
てい
る
学
生
運
動
は
、
こ
の資
任
に対
ア

る私
達
のせ
い
一杯
の
答
え
な
の
です
。

学
生
速
動に
対
す
る
批
判
の
な
か
に、
余
り
に

理
想
に走
り
現
実
を
見
ま
い
と
す
る
も
のが
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
歴
史
の激
勤瑚
に
現
実
胸

と
は
ど
ん
な
こと
で
し
ょ
つか
.
十
九
世
紀
に

誰
が
ロシ
ア
の
祉
会
主
義
革
命
を
予
想
し
、そ
れ

が
実
現
し
た
と
き
と
れ
だ
け多
く
の人
が
ソ
ビ
エ

ト
の
現
往
の
発
展
を考
えた
でし
ょう
。
今
の
社

会
で
頁
に
現
奥
的
と
は
、高
い
理
想
を
か
か
げ
る

こと
.
そ
し
て
そ
れ
に向
って
一歩
一歩
例進
す

る
こと
で
は
な
い
か
。
こう
し
て
こ
そ
わ
れ
わ
れ

は
歴
史
の
形
成
に
参
加
で
きる
ので
は
な
い
か
。

歴
史
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
ると
き
、
さ
ま
ざ
ま
め

要
因
に
あ
る
い
は
お
し曲
げ
ら
れ
、
あ
る
い
は
助

け
ら
れ
な
が
ら
も
、歴
災を
作
って
さに
も
の
は

結
局
は
そ
の
よ
う
な人
間
の闘
い
で
あ
っ
た
と
思

う
の
で
す
。

わ
れ
わ
れ
は
十
三
年
剛、
憲
法
に
お
い
て
高
い

理
想
を
か
か
げ
ま
し
π
.日
本
の
政
府
自
ら
は
忘

れ
て
い
る
そ
の
理
想
は
、国
際
政
治
の
場
に
お
い

て
よ
う
や
く
実
現
の緒
に
つ
こ
う
と
し

で
い
ま
す
。
み
なさ
ん
、
ま
こ
と
に
高

い
理
想
そ
も
つ
こ
と
こそ
が
、
真
に
現

へ

実
的
で
あ
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
、

最
後
に
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
いの
は
、
宇
禰で
は

一人
で
も
多
く
の
伸間
を作
って
ほ
し
い
こ
と
で

す
。
京
大
生
に
は
実
に
自
殺が
多
い
、
そ
の
最
大

の原
因
は
友
人
の
い
な
い
こと
で
ゴ
。
私
だ
ち
は

京
大
生
の
自
殺
を
聞
く
た
ひ
に、
い
い
よ
う
の
な

い
淋
し
さ
と
怒
り
を感
ず
る
.
大
き
な
輻
務
を
負

い
な
が
ら
勝
手
に自
殺す
る
の
は
な
ん
と
蜘、貞
任

な
こ
と
か
。
人間
は
一人
で
は
弱
い
が
グ
ル
ー
プ

で
は
驚
く
程
強
くな
る
も
ので
す
。
わ
れ
わ
れ
は

次
の
美
し
い
自
桑
をい
つも
胸
に
も
と
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

。ひ
と
り
は
みん
な
のた
め
に
、
み
ん
な
は
ひ

と
り
の
た
め
に
"(京都

大
学
新
圃
編
集
員
[同
)
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規
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ど
こ
に
菖
い
て

あ
るか
、
と
た
た
し
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が
、
ム,大
会
か

と
い
う
見
解
か
運営
委
か
ら
小さ
れ
た

の
で
、
教
甫
大
など
反
主
而
派
自
治
会

ら
は
、
これ
ま
で
の
ル
ー
ズ
な
加
肇

の
代
讃

ら
は、
こ
れ
を
不
当
と
し
、

納
入
状態
を
改
畑す
る
た
め
に
、
代
議

申
執
委
総
括
へ
の対
案
提
出
者
に
予
定

員
梱
な
ど
の婁

き

し
垂

寛

さ
れ
て
い
た翁
君
芒
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リ
ス
では
新
入
学
生
の
こ

と
を
フレ
ゾシ
ュメ
ン
と

善
う
そ
う
だ
が
、
こ
れ
は

い
い
言
葉
であ
る
。
迎
え
入
れ
る
方
で

新
入
学
生
から
受
け
る
惑
じ
も
フ
レ
ッ

シ
ュ
なら
新入
生
の方
で
も
フ
レ
ッ
シ

ュな
気
持
で入
っ
てく
る
。
恐
ら
く
京

都
大
学
の
入学
試験
に
パ
ス
し
て
き
た

ほ
ど
の
学生
諸君
は
、
多
か
れ
少
な
か

れ
試験
準
備
の重
鵜
し
い
空
気
を
経
験

さ
れ
た
こと
だ
ろ
う
。
や
っ
と
合
格
の

栄
冠
を
か
ち
簿
て
、

億
も
心
も
軽
く
大
き

な
期
待
と
希
望
と
に

胸
を
と
き
め
か
せ
て

入
つ
て
こ
ら
れ
る
こ

とだ
ろ
う
。
そ
し
て今
ま
で
の
高
轟

寧
校と
は
す
っか
り
ち
が
っ
た
大
学
の

警囲
気
に接
す
る
と
、
そ
れ
が
極
め
て

フ
レ
ッ
シ
ュに
感
し
ら
れ
、
そ
れ
を受

け取
る
側
ま
で
プ
レ
Ψ
シ
ュ
な
感
し
を

抱
く
こと
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
酒
新
な
気
分
、
新
阿
な
感貼
が

大
切
で
あ
る
。
学
問
ば
か
り
で
な
く、

・,一(旭
で
も
そ
れ
が
一群
大
ト
な
こと
に

な
つで
い
る
、
そ
こ
で
、
初
心
忘る
べ

か
ら
す
、
と
い
う
口塾
が
のる
、叛
初

いる
先
生
が
多
い
。
大
学

の中
で
行
わ
れ
る
研
究
も

何
十
年
と
、
根
気
よ
く
続

け
ら
れ
て
き
た
研
究
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し

研
究
者
に
は
、
大
学
も
自

分
も
研
究
も
、
決
し
て
古

取
り
か
か
った
折
の
緊
張
し
た
気持
を

忘
れ
るな
と
い
う
軟
味
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
得
て
して
、
初
心
は
失
わ
れ
がち

な
も
の
であ
る
。清
新
な
のは
、心
の持

ち
方
が
まず
清
新
な
の
で
あ
る
が
、ど

う
かす
る
と、
そ
れ
が
周
閉
の
環
境
に

よ
っ
て自
然
にき
ま
る
よ
う
な
考
え
方

に
お
ち
い
って
し
ま
う
こ
と
が
あ
る。

京
都
大
学
は
古
い
大
学
で
あ
る
。建

物
も
古く
か
ら
あ
る
建
物

だ
し
、先
生
も
古
く
か
ら

'

所
は
な
い
。
私
は
新
入
学
生
に
期待
し

た
い
。
諸
君
は
単
に
感
38
的
に何
と
な

く
フ
レ
ヅ
シ
ュな
感
し
を
受
け
た
と
い

う
だ
け
で
な
く
、一日
も
早
く
、こ
の大

学
独
特
の
新
鮮
さ
研
究
の
潤
類
さ
を
学

問
的
に
認
識
し
て
欲
し
い
の
で
あ
る
。

◇
i

そ
う
で
な
い
と
、
新
し
い

も
し

環
境
だ
け
か
ら
受
け
る
清

ー

◇

新
さ
は
、
慣
れ
る
と
共
に

る
に
ζ
れ
ら
は
大
学
ボ
ケ
で
あ
る
。何

と
な
れ
は
入
字
の
初
頭
に
は
、
恐
ら
く

誰
し
も
ま
さ
か
自
分
が
.てう
い
う
者
に

な
ろ
う
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
ん
な
話
が
あ
る
、
む
か
し
参
鶉
交

代
の
大
名
の
供
を
し
て
江
戸
へ
上
Q田

舎
侍
が
桑
名
の
宿
へ
泊
っ
た
、
宿
の
主

人
、
茶
の
陽
が
好
き
で
、
客
が
泊
る
と

　仰〃灘〃4
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築
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京

大

教

養
部

長

・

く
さ
い
も
の
と
は
思
え
な
い
。す
べて

が
た
え
す
清
新
に
は
つ
ら
つ
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
大
学
は映
幽や
政
治

と
違
って
、
絶
え
ず
新
し
く
目先
を
取

り
か
え
て
行
く
こ
と
は
で
きな
い
。
そ

の
代
り
、
一尺
進
め
は
そ
の
噌尺
分
だ

け
は
、
本
当
に
今
魚
の
と
こ
の世
界
に

も
な
か
っ
た
新
し
さ
な
の
であ
る
。
こ

の
意
昧
で
世
の
中
に
大学
ほど
新
し
い

ぱ
、そ
の
場
で
一刀
両
断
、
返
丁
力
で

自
分
も
切
腹
し
て
相
果
て
よ
う
。

件
の武
上
、
亭
主
が
差
出
す
茶
桶
を

鷹
っか
み
に
し
て
引
き
よ
せ
、
グ
ウ
グ

ウ
ッ
と
一息
に飲
ん
で
亭主
を
に
ら
ま

え
ると
、
早主
は
さ
っと
飛
ひ
下
っ
て

平伏
し、
さ
て
い
う
よ
う
、
は
て
お
見

事な
るお
手
の
中
、
誠
に
感
服
廿
っ
て

こ
さ
りま
す
。

大
学
ぼ
け
せ
ず
常
に
清
新
に

減
退
し
て
行
く
。
そ
う
し
た
中
たる
み

に
陥
る
と
、
大
学
生
活
に
スポ
イ
ルさ

れ
た
学
生
が
出
来
で
く
る。
必
要
以
上

に
ア
ル
バ
イ
ト
に
手
を出
し
てそ
れ
が

本
職
に
な
っ
た
り
、
政
冶
運動
の泥
沼

に
お
ち
こ
ん
で
身
動
きな
ら
な
く
な
っ

た
り
、
せ
っ
か
く
いい
頭
を
も
ち
な
が

ら
学
業
に
な
ま
け
て留
年
し
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
学
生
が出
て
く
る
が
、
要
す

宮

必
ザ
茶
寛
へ
招
い
て
茶
ぷ
.vで
る
。
こ

の
竹
も
条
に
招
か
れ
た
が)
田舎
の武

骨
者
、
こ
と
わ
り
を
い
う
.口棄
さ
へ知

ら
ぬ
で
、
ず
る
ず
る
と
衆
冤
の中
へひ

っ
ぱ
り
こ
ま
れ
た
か
ら
さ
ア大
へん
、

今
さ
ら
遊
げ
る
に
逃け
ら
れず
、
そ
こ

は
武
士
の
こ
と
だ
から
単
く
も
択
心
乞

き
め
た
。
も
しも
亭
主
の奴
め
が
、
田

舎
武
i
た
と
思
っ
て侮
り
を見
せ
た
ら

崎

ぬ　補
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何
が
何
か
分
りぬ
が
、
と
も
に面
目

岸
久
わ
ず
に
す
ま
せ
た
よ
う
な
も
の

の
す
ん
で
の
こ
と
で
赤
恥か
いて
一命

を
久
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
これ
は
茶
の

湯
の
一手
ぐ
ら
い
は
心
俘
てお
か
ね
は

な
る
ま
い
と
、
江
月
へ
つ
くや
否や
、

名
人
の
帥
臨
を
探
し
て
43チ
入
り
し
、

一心
不
乱
に
修
業
ずる
こと
三
年
あ
ま

り
、
奥
仏
の
許
し
ま
で
得る
場
にな
っ

た
。折

しも
所
用
あ
っ
て
江
戸
を
立
ち
国

許
に下
向
す
る
跳中
、
先
の
桑
名
の
宿

に
つ
くと
、
今
度
は
此
方
か
ら
亭
主
を

一服
所望
した
。
型
の
如
く
に
終
り茶

櫛
を
納め
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
宿
の
㌣

主
は
不思
議
そ
う
な
顔
を
し
て
申
すよ

う
。お

武
気様
に
は
そ
の
後
、
お
手
の
う

ち
、
ず
っ
と
後
退
な
さ
れ
ま
した

な
。
と
」隅え
ば
、
武
士
も
不審
の面

持
し
て
江
戸
に
て
修
糞
の
⊂と
を
話

す
に
、
亭
主
は
た
と
ひざ
をう
ち
、

そ
れ
に
て
訊
め
ま
し
た
。
三年
剛の

こ
の
お
条
編
で
は
悟
も真
剣
勝
負
の

場
に
臨
む
よ
う
、
お
態
度
の中
に
男

の
毛
ほ
と
の
隙
も
こ
さ
い
ま
せ
な

ん
だ
。
然
る
に
こ
の
度
のお
E
'な
み

串
轟
見
い
た
す
に
、
成
る
程
、
形
は

よ
く
整
って
居
ら
れ
ま
す
が
、
少
し

も
気
魂
を
感
ず
る
点
が
見
ら
れ
ま

せ
ぬ
。
安
易
な
修
業
で
ス
ポ
イ
ル
さ

れ
ま
し
た
な
.

と
い
う
の
が
落
ち
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
も
ち
ろ
ん
、
一種
の
た
と
え
舘
に

す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
中
に
修
業
と
い
う

こと
の
厳
し
さ
に
つ
い
て
小峻
に
餅ん

だ
教
訓
を
含
ん
で
い
る
。

〃 〃 〃 〃 ノ'〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

肖
分
で
は
ず
い
分
緊
張
し

て
い
た
つ
も
り
で
も
、
つ

い
知
ら
ず
知
ら
す
、初
心

を
失
い
や
す
い
こ
と
を
い

う
の
で
あ
る
。

◇
-

期
の
心
理
は

青
年

激
動
し
やす

ー

◇

い
。
苫
し
い

受
験
の
砲
気
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
合格

の
筈
ひ
は
一し
お
大
き
い
で
あ
ろう

が
、
私
は
そ
れ
に
対
し
て
心
か
ら
の祝

辞
を
送
る
と
共
に
あ
わ
せ
て
合
格
のも

つ
客
観
的
な
恵
蠣
は
そ
ん
な
に
大
きな

も
の
で
は
な
い
と
申
上
け
た
い
。特
に

地
方
出
の
学
生
諸
君
に
は
、
痒
杖
の名

誉
や
、
町
村
の
名
醤
を
一人
でに
な
っ

た
よ
う
に
、
有
頂
天
に
な
つ
てう
ぬぼ

れ
ぬ
こと
串
望
み
た
い
。
そ
れ
は
廼
て

諮
君
の上
に
は
、
遅
か
れ
早
や
か
れ
、

き
っと
体
、"期
がや
っ
て
く
る
か
ら

だ
。学
枚
の
講
義
は
つ
ま
ら
な
い
、京

都
人
は不
親
切
だ
、
友
逮
は
みな
冷
淡

だ、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
必ず
いい

出
す
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
侭怠
期
に

お
こる
空
併
感
、
失
望
感
は
、入
学
時

の歓
冨
の
大
き
さ
と
正
比
例
す
るら
し

い.教
養
勧と
い
う
所
は
不
幸
にし
て
、

こう
い
う
大
字生
店
の
外
怠
期
痒受
け

持
つ場
所
に
な
っ
て
い
る
、
中に
は
潔

無
感
に
お
そ
わ
れ
て
自
殺
す
・り掌
生
も

出
る
。
こ
れ
は
み
な
、
入
学
時
の初
心

オ
芯れ
た
所
か
ら
く
る
の
で
ある

何

時
ま
で
も
フ
レ
ゾ
シ
ュ
で
あ
れ。
く
れ

ぐれ
も
大
学
ほ
け
し
て
く
れ
るな
。
一

帯
大
舶.生
う
し
い
大
学
生
は
フ
レ
ソシ

ュメ
ン大
唾
生
な
の
で
あ
る
.そ
し
て

この
楠
新
さ
ル
久
わ
ぬ
ま
ま
、∵
冷
の

η
円
が
ろ
入
つ
て
、
中
一条
のノ、均
か

ら
ぬ
σ出
て
も
り
い
た
い
、

あ
き
ら
か
17N政策
的な
惑
図
に
も
と
ず

く
も
の
だ
と
し
て、
阪
大
目治
会
の
用

贈 贈 αρ贈 卿 鋤 働 卿 配 卿a3㎎ 卿 贈 卿 僻」鱒 卿 鋤 鱒 鋤 鱒 潤 倒ρ斜3働 鋤 鋤 引ρ倒岨卿 働 鱒 働 ㎎ 鋤 細 細 ㈲ 鋤"⊃粥

 

意
し
て
い
た
ラ

ソ
ド
ス
ピ
ー
カ
ー
で
、

抗
議
し
た
。
こ
の
あ
い
だ
に
、
代
議
員

4月 号

100円然
　帥

 白
　 核

酸

と

蛋

白
合

成

・
ホ
を

フン
ド

学

術

会

議

新
総

会

か

ら

・西
山
夘
三

人

類

が

来

た

道

の

り

・渡
辺
壷
経

☆
オ
ー
ト
マテ
ィ
ッ
ク
と
い
う
こと
・ロ
ゲ
ル
ジ
ス
ト

薄

い

花

粉

生
物
学

点

・

'
☆
長
奮
州記
録
映
画
「白
い
荒
野
」

天
体

植

物
学

者

伝

・金業

二夫

㎜
素
粒
子
論
グ
ル
ー
プ

・広
重
徹

◇

◇

磁

石

・嚢

奨

の

化

石

・徳
永
重
元
・

の
新

体

系

・柴
谷
篇
弘

線

・

面

・涛
水
漣
雄

・高
島
餐
雄

証発
行
所
付
近
に
は
約
三
百
人
の
学
生

が
あ
つま
り
、
事
態
の
収
拾
に
で
た
主

流
派
の
中執
ら
を
と
り
か
こ
ん
で
、
な

ぐ
る
、
け
る
の暴
行
を
お
こ
な
い
、
広

場
の
外
の
道
路
に追
い
だ
す
、
と
い
っ

た
状態
が
つ
づ
い
た。
こ
の
た
め
、

数
人
が
目
の上
、
頭
な
ど
に
軽
い
傷
¢

お
っ
た
。

反
主
流
派
は
、
集
ま
った
学
生
に
、
ラ

ウ
ド
ス
ピ
ー
カ
でよ
ひか
け
「全
学
連

を
民
主
的
湿
営
で防
衛
せ
よ
」
「教
脅

大
文
学
部
に
代
議
員
権
を
認
.め
よ
」

「ブ
ン
ド
(共
産
主
義
同
盟
の
こ
と
)

を
紛
砕
せ
よ
」な
ど
の
シ
ュプ
レ
ッ
ヒ

コ
ー
ル
を
く
りか
え
し
、
抗
議
集
会
に

う
つ
っ
た
。
抗議
集
会
には
代
々
木
派

の
教
育
大
、神
戸大
、阪
大
、革
共
同
派

の
東
京
学
芸
大
、無
党
派
の
東
京
都
立

大
な
と
の
代
議員
、評
議
員
、傍
聴
者
、

約
三
日五
十
人
かあ
つま
って
、
シ
ュ

プ
レ
ッ
ヒ
コ
ー
ル
、イ
ンタ
i
、
国
際

学
連
の
歌
な
ど
を高
唱し
、
説
紺
し
ょ

う
と
す
る
運
営
委、
中
執
など
を
再
三

に
わ
た
っ
て
暴・刀的
に鴎
止
し
、
話
し

あ
い
の
つ
ゆ
ぬ
ま
ま開
会
後
の
午
後
三

時
斗
ご
ろ
か
ら公
会鷹
前
のシ
グ
ザ
グ

行
進
に
う
つ
っ
て、
四
時
yき
に
粟
京

学
芸
大
へ
む
魂
た
。

一方
大
会
は
唐牛
全
学
連
憂員
髭
の
あ

い
さ
つ
、
許人
の吉
本
隆
明
氏
の
メ
ソ

セ
ー
シ
、
北
海迫
学
連
の
、
園
労
国
鉄

労
組
浮
.困
地
方本
部
不
乗
便闘
争
に
か

ん
す
る
報
ムロな
と
か
あ
り
、
満
水
丈
夫

全
学
連
蕾
記
飯が
、
申
執
委
提
案
の
総

括
を
お
こな
った
.
対
案
は
な
く
、
賛

成
討
認
と
、学
生
組
動
民
主
化
協
議
会

な
ど
の修
正
思見
発
表
が
め
っ
た
が
、

中
執委
提
案
は
採
決
の
結
果

出
漏
代

議
員
の
大多
奴
の支
狩
を
う
け
た
。

●,f口●曜■「lo●1酢1■.,曾1,■暉量●

経
済
的
な
保
障
を

徽瀦
碧
教
授
会
に
強
く
要
望

文
第
冨
の
人
字
尻
俘
上
課侭
修
.」掌
生
の
厚
士
勲
又
規
疋
や撚
、～後
爾
又提
出
ま
で
の
絃
桝
的制
度
的
保
磁
な

ど
の
問
題
に
つ
い
て、
博
上
藤
梶
修
.J学
生
は
懇
談
会
搾開
いて
教
授
会
への
弾
Ψ
を
ま
と
め、
代
喪
が
教
授

会
と
盾
し
合
っ
た。
・て
の結
果
、
京
大
内
で
寒
付
でき
る
範
囲
内
の
問
題
に
つい
て
教
授
会
か
ら
約
束
を
得

た
。

新
制
大
学
院
が
発
足
し
て
、
博
上
課
提

修
了
者
が
出
る
の
は
ム、
年
で
一,
年
目

.

旧
制

入
掌
院
の
場
合
は
何
年
も
大
掌
に

残
る
こ
と
が
で
き
、
樺
i
写
は
長
年
の

研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
.溜
ズ
を
提
出

し
て
与
え
ら
れ
る
仕
温
み
た
っ
た

、
新

制
大
学
院
で
は
原
則
と
し
て
δ

宰
中
、

笹
押
な
場
合
は
蝦
.ー
後

一車
以
内
に
論

文
ノ
作
り
惇
十
り
が
与
え
ら
れ

(い
わ

ゆ
}Q
コ
ー
ス
浦
田1
)
、
}て
れ
以
後

は
論

文
脅
ヒ
と
な
る
制
度
に
な
っ
て
い
る

、

実
際
上
、
埠
ー
課
騨
イ
学
た
け
で
は
論

文
〆
作
れ
な
い
た
め
▽ド
.J
後
さ
ろ
に
冗

年
問

研
究

牛
話

み
㌦
け
ね

は
な
ら
な

い
。
と
く
に

莞
鵬
幽
の
数
.一
定
員

'(
こ

え
て
い
る
た

の
艮
字
勧
凸
が
出
さ
れ
て

い
る
.⊃
、
畜
ノ
、卦
出
衣
マ
の
問
の
ゴ
ノ折

的
胡
度
田
保
島
挙
右
明
確
な
実
仙
だ
。

一
一月
一
.ふ
ー
ハ
目
【、
血又
'」
命
弟

・致
翁

に
文
字
・
即由
-
課
層
レ
.」
曽
生
円
十
八

人
力
"炉
乙
り
、
こ
の
レあ
う
な
粋
"
劉
程

の
語
同
匙
に
つ
い
て
汕
し
合
い、
教
授

会
に
対
す
る
次
の
よ
つ
な
唆
望お
項
を

ま
と
め
た
。

一、
昨
年
決
ま
つ
た
と
仏
えら
れる

博
七
号
授
ら
規
足
は
各
指
導
教授
ゆ

ら
個
別
的
に
伝
達
さ
孔
る
こと
に
な

つ
マ
い
る
と
い
・つ
が
、
不徹
冗
で
あ

る
。
何
か
の
形
で
嚢
又
舎化
し
て
博

ー
課
紀
字
生
亭
体
に
周
知さ
せ
て
は

し
い
。

二
、
へ,仕
度
は
修
-
巻
に対
し
て
留

年
吃
み
と
め
ら
れ
な
い
方
貧と
聞
く

が
、.今
年
に
な
っ
て
と
くに
力
舛が

変
つ
た
の
は
塚
せ
か
、
気
た原
則
上

パ
年
問
"籍
で
　
りは
ず
なの
に漉

対
に
品
さ
れ
な
い
の
か
.

二
、
博
-
謙
イ
移
.」
.俊
、教
旋
ヤ幽こ

し
て
は
研
修
64
q
け
の
冷用
ノ
白め

て
い
る
メ
訳
ω点
力
小明
童
.」あ

る
、
(研
D
負
し
は
包
大
儒
の
収官

一'京
六
で
、瀞ポ
ゾ
貝
君
な
と
の施
、賦

亀1「岡1,°911μo風1門.II■1喝

壱
使
つ
て
研
究
す
る
制
度
、
)
①
陪

属
囚
潜
錦
、
学
園
凶
幽
餓
、
晒
出

し
、
黙
庫
の
出
入
に
つ
い
て
大
学
玩

学
生
と
同
し
待
逼
を
も
え
て
も
ら
え

な
い
か
.
②
災
."一・金
の
魅
、腿酒
予期

間
が
延
長
さ
れ
る
か
、
③職
員
に準

ず
る
と
は
ど
つ
い
う
こ
と
か
、①
研

究
所
に
入
る
こ
と
か
。
⑤研
診暦
顔

額
の
制
度
は
な
い
の
か
.

四
、
拝
瘡
の
保
頃
は
な
く
ても
せ
め

て
紹
付
金
の
い
ろ
な
い無
給
副
～
の

よ
う
な
胡
度
履
設
け
る
こと
はで
き

な
い
か
。

そ
の
ほ
か
血
、
ぐ
唄
吠占
にみ
う
れ
る

人
文
科
汚」系
転
函
の
又
教
奴策
に先
生

方
も
"ハに
反
対
し
て
は
し
い,
六

全

国
大
昇玩
会
の
が
〃
令
増
損
唾劫
に協

力
し
て
に
し
い、
と
い
う
い〆q
も
出

た
リ

ロ娠ノ㍉」、㍉、常
㌻Pこ
H

諸
,P
も、

 一臨鯛
烈
届謁
鎧
剤
♂

熈
「栄
エア
ル
合
格

ヲ
祝
シ
、
マ
ス
マ

ス
御
勉
学
ヲ
.祈

ル」
と
い
う
電
報

を
手
に
し
た
諸
石

お
め
で
と
う
.
入
学
試
験
は
も
と
よ

り
、
学
年
末
試験
も
医
学
部
を
の
ぞ
い

て
す
で
に
終
っ
て
、
"学
生
族
"
に
は

一番
の
ん
ひ
りし
た
季
節
に
な
っ
た
▼

「世
の
申
に
、絶
え
て
試
験
の
な
か
り

せ
ば
、
春
の
心
は
のど
け
か
ら
ま
し
」

と
は
、
よ
く
聞
く
かえ
う
た
で
あ
る
が

、
た
い
て
い
の学
生
の
気
持
だ
ろ
う
。

現
今
で
は
幼稚
園
か
ら
試
験
試
験
で
追

い
ま
く
ら
れ
、
試験
には
慣
れ
て
い
る

と
は
い
え
、
大学
の専
門
過
程
の
試
験

は
あ
る
恵
昧
で
はも
っと
も
激
烈
で
、

一皮
め
く
れ
はも
っと
も
醜
い
も
の
と

い
え
よ
う
▼
「お
れ
は
六
勝
三
敗
、
き

み
は
?
」
。碁
場
所
の
相
撲
の
ト
ト
カ

ル
チ
ョを
や
っ
て
いる
ので
は
な
い
、

八
十
貞
以
上
なら
勝
、
そ
れ
以
下
を
負

自
分
の
予想
点
を
い
って
い
る

繋
る
。
ま
た
、
「82
点
以
下
な
ら

港
第
点
を
つ
け
て
はし
い
と
答
案
に
讃

い
た
」
と
か
、
試験
中
の話
題
は
ま
さ

に
"市
"
.点
"
"点
"
▼
就
職
に
際

し
て
会
社
剛
が成
績
を
漿
視
す
る
こ
と

か
ら
も
に
らさ
れ
る
ヘイ
審
と
い
う
こ

と
が
で
き
よう
が
、
果
し
て
、
じ
っ
さ

い
に
そ
れ
だ
け
の意
昧
が
成
績
に
合
ま

れ
る
だ
ろ
うか
。
法
、
経
な
ど
で
は
何

百
枚
の
答
案を
こ
く
短
い
期
間
に
採
点

せ
ね
は
なら
ぬ
の
に
、
一点
、
二
点
の

注
は
ほ
とん
と
区
別
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
し
、
教授
の個
性
で
点
の
智
辛
が
め

る
こ
と
を
考
冗れ
は
、
大
し
た
意
昧
を

も
ち
え
な
いこ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う

▼
現
状
で
は
"点
を
気
に
す
る
な
μ
と

い
っ
て
も
ほと
ん
ど
の
学
生
に
は
通
用

す
ま
い
。
こん
な
と
こ
ろ
に
"戦
後
学

生
小
つ
ぶ論
"
の
論
拠
(?
〉
は
あ
る

の
か
も
知
れな
い
▼
てこ
で
、
改

策

と
し
て
考
えら
れ
る
の
は
、
「優
艮
肖

制
」
が
あ
るが
、
こ
れ
と
て
も
本
質
的

に
は
唱野
が
な
く
、
"点
取
り
虫
"
が

"優
取り
虫
"
へ衣
が
冗
丁
る
に
す
麗.」

な
い
た
ろう
。
い
つ
そ
の
こ
と
合
梧
、

へ
合
格
のみ
に
し
て
し
ま
え
は
、
一番

よ
い
、
会社
側
が
も
ん
く
を
い
う
の
な

ら
令
国
の各
大
学
が
い
つ
せ
い
に
行
な

え
はよ
いた
ろ
う
し
、
履
歴
昌
の
ペ
ン

争
横
者
の例
も
35
る
よ
う
に
、
京
大
が

ひ
と
つ
h
脚を
と
っ
て
み
て
は
?

■
2

…

°1

有
元
敏
一
(孝
宵
学
)
高
田
三
郎
(哲

学
)
呆井
久
之
助
の
教
疑
が
鵡
席
、大

局
彪λ
ズ
学
部
大
学
院
会
議
長
ら
八人

の代
衣
と
二
時
間
に
わ
た
っ
て
.心し合

った
。
そ
の
結
果
次
の
よ
う
な
点
に
つ

い
て
数
授
側
は
約
束
し
た
.

①
惇
f
り
授
与
規
定
の
.公
文
喬化
に
つ

い
て
は
人
字
院
審
議
会
(
,長
・学
部

長
な
と
で
坤
用㌧
に要
望
を
伝
え
る
.

博
L
縮
又
の
形
式
、内
容
、
そ
の他
の

の
宮
貰規
疋
は
決
め
るよ
う
に
す
る
、

②
研
髭
規
足
に
は
「大
学
内
の機
械器

-ー(与
着
便
用
で
き
る」
と
あ
る
が
付
属

国
p
創
こ
は
閲
冤
規
定
が
な
いた
め
、

便
冗
ヒ
圃
旨川た
け
許
さ
れ
てい
る
現
状
.

に
つ
い
て
は
「研
修
呪定
の遼
胴
に
つ

い
て
考
17
ヨ
勾」
と
約束
、
③
而
r金

は
研
閑し職
に
つ
い
た
場合
.礎
凪猜
予
さ

れ
る
が
、
研
修
員
の
鎚
口も猶
予
さ
れ

る
よ
エー脈
機
川囚に
幽
、ぷ
ける
も
r

e

山
本
有
三
集

波
・翼実
一路
1
ー
人
生
の
真実
と
運

命
に
闘う
人
間
像
を
描
く
不朽
の名
作

二
編(解
説
・河
盛好
蔵
)価
二六
〇
円

賭
の
季
節

1

佐
野
洋
著

自
殺
か
?
他
殺
か
?

版

あ
る
八気
女
優
の
謎
の
死
を
解く
唯
一

璽

の
鍵
と
な
った
影
の
女
と
は
…
…大
評

K

判
の
本
格的
推
理
小
説
。
価
二五
〇
円

死
体
の
喜
劇

多
岐
川恭
著

ト
ラ
ン
ク
の
死体
は
同

も
語
ら
ない
.
だ
が
、
刑
亭
の眼
は
一

点
に
鋭く
洋
が
れ
て
い
た
…
…直
木
賞

作
家
の
ミス
テ
リ
ー
。、
価
二
五〇
円

丹
羽
文
雄
集

日
日
の
背
信
・遮断
機
・厭
が
ら
せ
の

年
令
・鮎
・贅肉
の代
表
作
五
編
を
収

む
(解
説
・亀
井
勝
一郎
)価
二
六
〇
円

ふ
き瀞

の全

1
丹
羽
文
雄
著
刑
余
者
、
浮
浪
者
、
街

刊

の女
な
ど
の
困
窮
患者
を
収
容
す
る
私

ロ30

立
結
核
病
院
に
生き
る
人
々
の
、
狂
気

τ

と慶
欲
を
決
る
野
心作
。
価
二
九
〇
円

河
内
風
土
記

-
今

東
光
著

お
よそ
無
軌
道
で
、
厩

朋

ぬけ
に
明
る
い
河
内
の人
↑

河
内

4

気質
丸
出
し
の
珍
談
・箭
談
に
み
ち
た

　

痛快
な
畏
編
小
説
。
予
価
三
一Q
円

契
約
結
婚

由起
し
げ
子
署

期
限
つき
の結
婚
生

活
を営
む
圃
家
と
デ
ザイ
ナ
ー
の
卵
。

そ
の生
熊
と
獲
情
の
行方
を
工ー
モ
ラ

ス
な蟹
に
捕
く
群
判
作
。価
二八
〇
円

釣
師
・釣
場

井
伏
鱒
二著

釣
好
き
旅好
き
の
薪
者

が
、
全
国
各
地
を
勘
ね歩
い
た
釣
旅
紀

行
。釣
る
人
釣
らぬ
人、
い
ず
れ
に
も

楽
し
い
一蓉
で
あ
る
。
価
二五
〇
円

男

た

ち

平
株
た
い
子
著
愛
のア
バ
ン
チ
ュー

ル
を
大
胆
に
試み
る
ハイ
テ
ィ
ー
ン
女

慨
の
姿
態
。
男
性
に関
す
る
す
べ
て
を

小
説
に
描
い
た異
的
作
.
価
==
O
円

東
彊
馨
駅

内
田
百
聞著

鉄
路
に
散
っ北
騨
の
名

匠
宮
城
道
雄
にま
つわ
る
追
憶
と
幻
想

…
…
亡
き
友
か偲
んで
描
い
だ
百
鬼
園

先
生
の
最
新
作
。

価
三
気
O
円

永
い
狂
気

中
村
真
[郎
著

愛
は
烈
し
い
情
熱で

あ
り
、
永
い狂
気
で
あ
る
1

愛
の断

絶
に
著し
む
夫
婦
を
描
い
て
、そ
の奥

に
ひそ
む
魔
盤
を
探
る
。
価
二
七
〇円

夜の憩に!魅 力あふれ
る新潮社の名作 ・名著を
お選び下さい!

東京都新宿区矢来町・振替東京808・新醐社

囚

人

8
・パ
ン
ゴ
ー
囚
人
、
そ
れ
は
極
限

状
況
に
生
き
る
我
汝
の象
徴
で
あ
る
.

潅
目
を
集
め
る
ア
ンチ
・ロ
マ
ン
の
最

新
作
。
(白
井
浩司
訳
)
価
三
五
〇
円

●孝
薫

朝婁

 
丁
・カ
ポ
ー
テ
ィ
ー
野
性
の
女
ホ
リ

ー
を
め
ぐ
る
十
一人
の男
逮
…
…
異
常

な
愛
の
世
界
を描
く
米
交
壇
鋭
才
の
問

題
作
。
(龍
口
直
太
郎
訳
)価
三
五
〇円

黍
匿家
の人
茎

新
版
世
界
交
学全
集
(第
三
十
同
)

マ
ル
タ
ン
・デ
晶
・ガ
ー
ル

軍
.牛
の

夢
と
希
望
を謳
う
長
編
+ハ作
、符
烈
の

第
三
巻
。(山
内
義
雄
訳
)価
三
五
〇円

署
長

日
記

、

伊
藤
永之
介
著

田
舎
の
町
会も
叉
、

困
会
の
縮
図
。こ
の
悪
の
肥
溜め
一補

に
大
禰
闘す
る
名
署
長
を
、,軽快
な
テ

ン
ポ
で擶
く
痛
快
編
。

価
三
鱒O
円

肌
の
孤
独

　

　　
さ
　
　
む

ゐ
ゆ
っ
たア
パ
セ
ト

珊

天人
の時
讐

め
の
経
の墓

-

肌

25

の孤
独
に
悩
む
二
つ
の
"性
"
を
摘
い

ー

定異
色
の
作
品
。

予
価
二八
〇
円

納賛
の

『日
本
文
掌全
集
戸

姉妹
編
/、

気難
'

隔

鍛

一p
、
■
'

 

°簑

帆華

世
界
文
學
全
集

新
編
全
50
巻

・
価
各
㎝
円

特
別
判
型
・繁
華
函
入
・内
容
見本
呈

新
し
い
構
想
の
も
と
に世
界
の
名
作
を
五十
巻
に
編

喫
/

カ
ミ
ユ
、
サ
ガン
、
マ
ル
ロ
ー
、メ
イ
ラ
ー

等
は
本
全
集
の
独占
出
版
で
す
。
造
本
は
「日
本
文

学
棄
集
」
と
同じ
美
し
い
ス
マ
ー
トな
牲
別
埆
型
。

O
第
1
回

・
絶
賛
発
売
中

力
、
叉

ユ

嚢
駄謙
).

'

'

601
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高
め
よ
純
粋
と
情
熱

ソ
ク
ラ
ナ
ス
を
ま
ね
た
い

崎

皆
さ
ん
お
め
で
と
う

入
試
に
合
格
さ
れ
た
皆
さん
、
お
め

で
と
う
。
京
大
に
入
学
で
きる
と
思
っ

た
だ
け
で
、
ち
ょ
っ
と
触れ
た
ら
た
ち

ま
ち
油
ぎ
っ
た
血
を
噴
き上
け
そ
つに

思
わ
れ
る
ほ
ど
、
赤
く
ふく
れ
あ
が
っ

た
希
躍
が
、
す
ぐ
に
で
も実
現
で
き
る

か
の
よ
う
な
鍛
覚
を
、
ぽく
も
経
験
し

ま
し
た
。
ほ
く
の大
学
生活
は
、
あ
る

い
は
、
そ
の
よ
うな
躍麗
な
る
(?
)

幻
影
に
浸
っ
た
四
年間
だ
った
か
も
し

れ
な
い
と
、今
頃
にな
って
思
っ
て
い

ま
す
。
ζ
れ
か
ら
ぼ
く
が
書
く
こ
と

も
、
だ
か
ら
、緒
果
と
し
て
は
、
夢
う

っ
っ
の
タ
ワ
ゴト
のよ
う
な
も
の
に
な

る
か
も
し
れ
ませ
ん
が
、
虚
実
皮
膜
胎

と
か
、
ひ
ょう
たん
か
ら
コ
マ
の
た
と

え
も
あ
り
ます
か
ら
、
皆
さ
ん
に
と
っ

て
何
か
の
参考
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
ξ
つな
れ
は
ぽ
く
も
、

と
て
も
う
れ
し
いと
思
い
ま
す
。

岡

と
き
は
た
え
ず
末
来
と
情
熱と
純
粋
さ

が
、
依
然
と
し
て
語
り
つ
づ
けら
れ
ま

す
。
た
し
か
に
、
六
十
歳
の老
入
よ
り

も
、
ぼ
く
た
ち
の
方
に
、未
来
と
か
情

熱
と
か
純
粋
性
と
か
いう
こ
と
は
は
、

常
識
的
に
は
ふ
さ
わ
し
いも
の
と
思
わ

れ
ま
ず
。
し
か
し
、そ
れ
は
、
今
の
状

況
の
中
で
は
、
単
に
生理
的
な
若
さ
の

満

義

い
い
か
えで
あ
っ
て、
精
神
的
な
賦
味

を
も
ち
え
て
いな
いよ
う
に
も
思
わ
れ

ま
す
。自

己
の
現
実
を
疑
え

少
し
削
、ラ
ジ
ォ
で
、
い
わ
ゆ
る
カ

ミ
ナ
リ
族
の意
見
を
集
め
た
録
音
を
開

き
ま
し
た。
け
た
た
ま
し
い
オ
ー
ト
バ
o

イ
の
膏
の
中で
、
そ
の
人
た
ち
は
、
異

口
同
膏に
、
ス
ピ
ー
ド
の
中
の
忘
我
の

境
地
に
つい
て
礼
遭
し
て
い
ま
し
た
。

循
磁
も
ね
儀

わ
ず
ら
わ
し
い
塊
実
の

申
の
、
ほ
と
ん
ど
唯
一の
純
粋
な
時
間

が
、
時
速
百
キ
ロ
の
オ
ー
ト
バ
イ
の
ス

ピ
ー
ド
に
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
生
命

な
ん
か
ど
う
な
っ
て
も
い
い
と
さ
え
、

い
つ
た
人
も
あ
り
ま
し
た
。

カ
ミ
ナ
リ
族
の
是
非
は
と
も
かく
と

し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
、
時
咄十
力
'

角
力
♂
の
純
騨
性
に
つ
い
ては
考
え
て

み
よ
う
と
も
し
ま
せん
。ど
こ
か
の
会

社
で
大
賃
に
作
ら
れた
、
せ
い
ぜ
い
百

♂
の
画
一晶
の画
一的
な
純
粋
さ
を
、

無
上
の
も
のと
し
て、
満
足
し
て
い
寂

す
。反
抗
的
で情
照
的
㌃
縄
締
な
ぼ
く

た
ち
は案
外
、
与
え
ら
れ
た
現
実
で
ヌ

ク
ヌク
と
疑
う
こ
と
を
知
ら
ず
に
育
っ

た
、
こし
ん
ま
り
と
し
た
、
小
利
巧
な

現
実
主
磯
を
身
に
つけ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す。
ほ
く
の
尊
敬
す
る
プ
ラ

ト
ン
の
こ
とは
を
借
り
る
な
ら
は
、
ぽ

く
た
ち
は依
然
と
し
て
、
太
陽
や
、
太

陽
に直
接
に
さ
ら
さ
れ
た
自
分
や
他
人

の
姿
を見
よ
う
と
も
せ
ず
に
、
澗
窟
の

中
に映
った
自
分
の
影
を
、
自
分
だ
と

思
い
こん
で
、
生
き
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
単
に
生
理
的
な
冑
年
か

ら
、
精
神
的
な
青
年
へ
と
脱皮
す
る
た

め
に
は
、
二
千
年
の
黄
、ア
テ
ナ
イ
に

お
い
て
ソ
ク
ラ
テ
スが
、ソ
フ
ィス
ト

の
相
対
主
縄
を
徹底
的
に批
判
し
た
よ

う
に
、
日
常
的な
ア
カ
に汚
れ
た
ぽ
く

た
ち
の
素朴
な
経
験
主
脇
、
現
実
王
畿

を
疑
っ
てみ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
こ
と
にこ
そ
、
生
理
的
な
情
熱
を
燃

や
し
た
いも
の
で
す
。
そ
し
て
そ
う
す

る
う
ちに
、
情
熱
の
持
続
に
は
、
必
ず

仲
間
が
い
る
こ
と
も
わか
っ
て
き
ま

す
。
ス
ク
ラ
ム
は
、国
会
デ
モ
の
と
き

に
だ
け
使
う
も
の
と
は
か
き
り
ま
せ

ん
。

未
来
は
青
年
の
も
の
か

最
近
、
怒
れ
る
習者
た
ち
と
か
、
カ

ミ
ナ
リ
族
と
か
、さ
ら
に
赤
い
カ
ミ
ナ

リ
族
と
い
う
レ
ッ
テ
ルが
ほ
く
た
ち
に

は
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
非
難
め
い

た
レ
ッ
テ
ル
を
はぐ
って
み
れ
は
、
そ

こ
に
は
、
あら
ゆ
る
時
代
を
通
じ
て青

年
に
見
ら
れる
情
憩
ζ純
粋
さ
が
、
そ

れ
ら
に共
通
し
た
も
の
と
し
て
指
摘
さ

れ
るよ
う
で
す
。
「末
来
は
青
年
のも

の
だ
」と
いう
こ
と
は
が
、
本
来
も
っ

て
い
る
はず
の
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
、限

りな
いや
さ
し
さ
と
強
さ
を
も
っ
た展

望
は、
す
で
に
色
あ
せ
て
い
る
と思
わ

れ
る
のに
、
青
年
に
つ
い
て
語
られ
る

…

睾

葦■=冨
一暫;=璽

息
長
く
強
く
生
き
た
い

ー

最
後
に
、
自
分
自
曳
の
こ
と
を
轡
く

な
ら
、
卒
業
の
迫
っ
た
こ
ろ
、数
人
の

友
だ
ち
と
、
精
神
的
な
意
味
で
の息
の

長
さ
を
く
ら
べ
よ
う
、
と謡
しあ
い
ま

し
た
。
答
は
何
十
年
か後
に
で
る
は
ず

で
す
。
ぼ
く
は
そ
のた
め
に
、
徹
畷
的

に
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ま
ねを
レ
さ
つと
考

え
て
い
ま
す
。絶
望
ず
る
ζ
と
の
な
い

強
く
や
さ
し
い魂
を
も
つて

ア
泳
ナ

イ
の
民
衆
と
、い
か
に
よ
く
生
き
る
か

を
対
話
し
つづ
け
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ま

ね
を
、生
薩
を
か
け
て
や
っ
て
み
た
い

と
考え
てい
ま
す
。

(三十
四
年
度
京
大
交
学
部
琶

学生運動紹介
置li}ll「量llll「811111暫181illl書llil,量曇巳1暑ll墓昌邑匿li置量1醤511且15置置董8聾1置響1
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な
る
。い
や
応
な
し
に
.
大
学
と
いう

一つ
の共
同
体
の
一員
に
な
る
わけ
だ

し
、大
学
生
と
し
て
の
一つ
の
社会
的

階
層署
形
成
す
る
ζ
と
に
な
る。
こ
こ

で
と
う
ぜ
ん
踏
轡
は
自
分
遷
の利
益
を

守
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
自分
遮
の
共

同
目
的
を
果
す
た
め
に
、自
治
細
織
を

作
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
てく
る
。
授

 騰
紳鎧
駅
稀
謹
禦
趨

孝
邑…一垂

あ
た
って
考
え
て
いる
う
ち
に
、
自
時
にわ
れ
わ
れ
が
、
自
分
た
ち
の
力
で

分
だ
けで
は
ζ
つに
も
な
ら
な
い
大
き
自
分
た
ち
の
意
志
を
実
現
す
る
た
め
に

な
社
会的
な
政
治
的
な
矛
眉
に
気
付
く
全
学
生
の
椀
一的
な
組
織
を
必
要
と
し

時が
い
つか
来
る
に
ち
が
い
な
い
そ
の
一て
く
る
。
自
治
会
は
そ
の
た
め
の
組
織

であ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
し
、
学
生

逗
動
も
わ
れ
わ
れ
学
生
全
体
の
意
志を

反
映
す
る
も
の
に
な
る
こ
と
が
必要
で

[あ
る
。

必
要
な
自
治
組
織

君
ら
も
共
同
体
の
一

全
学
連
の
蓮
動
方
針

現在
全
学
連
の
加
盟
人
員
は
約
二
〇

刀
で、
こ
れ
は
全
学
連
が
生
れ
て
以
来

最大
の規
模
で
あ
る
。
だ
が
実
際
に
運

動
に参
加
す
る
者
は
そ
の
こ
く
わ
ずか

でし
か
な
い
。
こ
れ
ま
で
最
高
の動
員

を
.爪し
た
の
が
、
昭
和
三
十
二
年
の五

月
】七
日
の
「原
子
戦
争
準備
反
対闘

争
」
の
と
き
で
、
そ
れ
でも
わす
か
四

万
三
千
七
百
人
に
し
か
す
ぎな
か
った

全
学
連
の
こ
れ
ま
で
の
一貫
し
た
運

動
方
針
は
、
極
冨
す
れ
は学
外
政
治
闘

争
主
義
で
あ
り
、
そ
れは
現
在
の
国
際

情
勢
を
ゾ
ル
シ
ョ
アジ
ー
と
プ
ロレ
タ

リ
ア
ー
ト
と
の
対決
の場
と
す
る
柄
勢

分
析
に
立
っ
て
いる
。
議
会
主
義
を
台

定
し
、
い
つ
さ
い
の妥
協
を
排
』
㌧、

労
働
者
の
・y場
に
立
った
き
わ
め
た
戦

闘
的
な
階
段
閾
争
を
展
問す
る
方
向
を

と
って
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
のよ
う
な

は
っ
き
り
し
た
階
級
的
な
立場
を
す
べ

て
の
学
生
一が持
っ
て
い
わ
け
で
は
な

い
。
だ
か
ら
警
職
法
とか
、
安
俣
改
定

問
題
と
か
が
、
一般学
生
にと
って
も

利
審
関
係
が
判
然
と
わか
る
形
で
談
わ

れ
て
く
る
時
に
は
、大
量
の
学
生
が
行

動
に
夢
加
し
て
くる
が
、
そ
れ
は
、
個

々
の
問
題
に独
立
して
起
る
反
応
に
す

き
な
い
場
合
が多
い。

全
学
連
と
各
自
治
会

日
本
の学
生
週動
に
つい
て
舳
ず
る

場
合
、全
学
遮
そ切
り
霞
し
て
指
え
る

こ
と
は
不可
能
であ
る
"

現
合
、学
生
魑鋤
のに
な
い戸
は
、

ほ
とん
どが
大
掌生
であ
り
、
し
か
も

参
加
す.り場
合
は
、
個
人
と
し
て
で
な

く
、何
らか
の形
の
自
治
会
を
構
成
し

員

て
参
加
し
て
い
る
。
そし
て
学
生
の
社

会
的
関
心
.
要
求
を広
く
世
聞
に
訴
え

る
と
い
う
形
で
の学
生
蜴
動
そ
展
開
す

る
の
は
、
全
学
連
傘下
の自
治
会
で
あ

り
、
基
地
問
題
、瞥
職
法
闘
争
、
安
保

問
題
な
と
の
一速
の政
治
闘
争
は
全
学

連
の
指
導
の
も
と
にそ
の
統
一的
な
行

動
を
行
っ
て
いる
.
そ
の
全
学
遮
が
学

生
大
衆
か
ら
は浮
き
上
った
存
往
に
な

っ
て
い
る
と
いう
こと
は
、
こ
れ
ま
で

し
は
し
は
言
わ
れ
て来
にこ
と
だ
し
事

奥
で
も
あ
る
。

自
分
の
意
志
で
か、
あ
る
い
は
そ
の
時

の
周
囲
の
ふ
ん
囲気
で
行
動
に
参
加
は

し
た
も
の
の
、
そ
のデ
モ
あ
る
い
は
集

会
が
自
分
の
全
く予
期
し
な
か
っ
た
よ

う
な
方
向
を
目
指し
て
い
て
、
と
ま
ど

い
そ
感
ず
る
と
い
った
こ
と
は
多
く
の

た
橋
本忍
の
脚
本
、
「裸
の
大

将
」
の
コ
ン
ビ、
堀
川
弘
通
と
小

楚
樹
が
監督
と
主
潰
の
現
代
社

会
の
異
色
ドラ
マで
あ
る
。

大
学
を出
て
か
ら
二
十
年
間
堅

実
に今
日
ま
で
勘
め
て
安
定
し
た

地
位
を
得
て
い
る
主
人
公
石
野

(小
林
)は
同
じ
課
の
女
霧

員

(原
知佐
子
)
を
囲
つ
て
い
る
。

そ
の女
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
の
帰

り
、顔
見知
り
の
保
険
外
交
員
に

か
ら彼
の安
定
し

た
生
活
は
く
ず
れ

て
い
く
。
彼
は
自

分
の
情
事
が
露
見

す
れ
は
地
位
も
円

満
な
蕎
竃
す
べ

て
ぶ
ち
こ
わし
に

な
る
と考
えて
偽

の
証醤
を
す
る
。

平慨鎧
爺
な
今
の

生
活
そ
何
と
か
失

う
ま
い
と
す
る
小

心
な
姿、
他
人
を
自
分
の
偽
り
の

証
雷
のた
め
に
無
察
の
罪
に
陥
れ

た
こと
に艮
心
の
閉
寅
を
廠
じ
悩

む
。最
後
に
は
保
身
的
な
行
動
を

と
る他
な
い
イ
ン
テ
リ
の
無
力
さ

は
現代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て、
不
安
と
恐
価
と
を
み
じ
か

に感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
ラ
ス
ト

は
第
二の
殺
人
事
件
に
ま
き
こま

れ
、
彼
の
情
事
は
す
べ
て
マ
ス
コ

ミ
に
露
見
さ
れ
、
家
庭
も地
位も

失
な
い
警
視
庁
か
ら
釈
放さ
れ
て

都
会の
中
へ
吸
い
ζ
まれ
てい
く

の
だ
が
、
そ
れ
ま
で
の推
理
的
妙

味
が
急
に
な
く
なり
、
な
に
か
し

ら
構
成
上
も
の足
り
ぬ
感
じ
が
す

る
。平

凡
な
サラ
リ
ー
マ
ン
の
生
活

の
現
実
感
を出
し
て
い
る
が
、
主

人
公
と
同
じ気
持
に
な
っ
て
、
彼

の
愚
か
な
行
為
と
そ
の
罪
の
悲

し
さ
を知
る
こ
と
は
無
勘
で
な
か

ろ
う
。
ζれ
ま
で
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン喜
劇
で
は
な
く

程

人
の
生

活
のど
こか
に
狂
い
が
あ
る
こ
と

を
揃
摘し
て
い
ま

う
環

(京
部
スカ
ラ
座
で
上
映
中
)

学
生
が共
通
に経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
.し

か
し学
生
も
自
分
の
将
来
の
生
活

を
自
分
の力
で
守
る
た
め
に
現
在
よ
り

も更
に巾
広
い
運
勘
.饅
開
す
る
必
要

が
ある
。
全
学
漣
も
現
仕
の
学
生
遡
動

"%㎜ 協㎜ 郷 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜吻鰯㎜ 一 協〃脇一 ㎜㎜ ㎜㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 鰯 ㎜ ㎜ 一 助吻㎜_吻

 

も
根
本
的
に考
え
口
し
て
み
る
時
機
に

あ
る
よう
だ
。
は
げ
し
い
受
験
生
活
を

縦
っ
て
入
学
し
た
は
か
り
の諸
君
に

は
、輿
感
の
伴
わ
な
いζ
と
か
も
し
れ

な
い
け
れど
も
、
翼
剣
に
考
え
て
も
ら

い
た
い
こ
と
の
一つで
あ
る
。
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分
校
生
活
あ
れ
ζ
れ

今
年
度
に
京
大
に
入
学
し
た
皆さ
ん
は、
最
後
の
宇
治
分
校
生
活
を
広る
人

た
ち
で
あ
る
。
分
校
は
窟都
から
京
阪
電
車
で
四
十
分
、
宇
治市
五
ケ庄
に

あ
る
。自
衛
隊
と

と
な
り合
わ
せ
、

う
つ
モう
た
る
森

と
と
ころ
ど
こ
ろ

の沼
棍
地
と
、
コ

ンク
リ
ー
ト
の
へ

いに
か
こ
ま
れ
た

校舎
は
、
だ
れ
し

も
い
く
ら
か
は
幻

滅
を
ま
ぬ
が
れ
な

い
。
し
か
し
は
り

つめ
た
受
験
勉
強

時
代
を
悠つ
て
き

た
も
の
に
は
こ
の

の
ん
び
り
と
し
た

牧
歌
調
が
安
ら
ぎ

に
な
る
と
いえ
な
く
も
な
い
。
ま
た
、
こ
こで
京
大
の
一回
生
だ
け
が
授
業

を
受
け
、サ
ーク
ルを
つ
く
り
、
い
ろ
い
ろと
活
動
し
て
い
る
う
ち
に
深
い

愛
着
を感
じる
よ
う
に
さ
え
な
る
。簡
栄
に分
れ
生
活
の
案
内
を
し
よ
う。

`

ミ
c'

×

×

×

磯
霧
雍
繍
罫
蝉
薪
顯
靖
齪託
収

位
(人
文
、
社
会
、
自
然
科
学
各系
列

授
業
を
一年
間
う
け
て
る
と
他學
部
で

に
つき
冠
単
位
)、
外
国
諮
16
単
位

二
単
位
と
さ
れ
る
の
が
、文
学
部
で
は

(第
一、
第
二
外
国
語
各
8単
位
)
、

一舶
位
と
し
か
算
定
さ
れ
な
い
。従
っ

体
青
A
単
位
(実
技
、
理
論
各
2
巣

て
文
学
部
で
は
、
他
学
部よ
り外
国
語

位
)
が
最
低
隈
履
修
を
教
慧蔀
二年
間

の
授
藁
回
数
が
多
く
な
る
.

に
要
求
さ
漏
る
巣
位
敬
であ
る
。

法
、
経
、
敬
の
三
学
部
を
除
いた
各
学

単
位
算
定
に
っ
い
て
は
、各
学
部
に
よ

部
で
は
、
基礎
教
胃
科
目
が
課
せ
ら

っ
℃
異
る
.
例
え
は
、文
学
部
で
は
外

れ
、
学
部
に
よ
っ
て
内
容
、巣
位
数
の

部
で
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
っ
てな
さ
れ
る

か
ら
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。

三
十
年
度
入
学
者
か
ら
、落
第
制
が
適

用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
所
定
の単
位
を

二
年
間
に
取
得
で
き
な
い
と浩
第
のウ

キ
メ
に
合
う
.
し
か
し
、あ
る
数
以
下

算
定
の
芳

に
藁

が
あ
る
。
そ
の宙

と
し
て
必
修
藁

沓

慧
琶

墾

し
い
説
明
は
、
入
学
式
の
前後
に各
単
一く
、
角
担
が
璽
い
と
いう
実
汰
の
現
れ

皿

ナこ眼を世界に開

大学生活は君たち次第

 

の
蛍
位
に
つ
い
て
は
、
仮
私
学
を各
学

部
と
も
認
め
て
い
る
。
こ
の滋
位数
の

幅
に
つ
い
て
は
各
学
部
によ
って
饒
異

が
あ
り
、
理
科
系
学
部
は文
科
系
学

部
に
比
し
て
多
く
の
場合
が考
慮
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、理
科
系
学
部
が
文

科
系
学
部
に
比
し
て
、基
礎
教
胃
科
目
・

で
も
あ
ろ
つ
。
し
か
し
.普
通
に
4
ナ

【ン
と
授
業
を
受
け
て
勉
強
し
て
い
れ

一は
、
仮
進
学
に
は
な
っ
ても
、
落
第
す

[る
こ
と
は
ま
ず
な
い。
よ
ほ
と
の
不
勉

強
か
病
気
か
の
場
合以
外
は落
第
は
ち

ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
が
、後
で
ふ
れ

る
ア
ル
バ
イ
ト
によ
っ
て勉
強
が
で
き

な
か
っ
た
場合
し
一番
問
題
が
大
き

い
、一般

的
に
い
つ
て
、入
又
、祉
会
の
一

般
課
目
は
、た
い
て
い
マ
ス
。プ
ロ

授
業
と
い
わ
れ
る
大
教
冤で
の
授
藁

で
あ
る
。
そ
し
て
、内
容
も
高
校
で
習

っ
た
こ
と
の
ム
シ
カ
エ
シ
で
あ
った

り
、
密
度
が
72丁
い
と
い
った
小
瀦
を

こ
っむ
つ
て
い
匂
、そ
う
し
た
授
灘
が

不
麹
で
あ
や
か
ら
と
い
2
、、
琳
化
の

取
群
聖
占
田
分
稔
(
回
生
〉
ま
で
延

は
す
の
は
、と
く
に又
科
光
字
部
で
は

得
覧
で
は
な
い
.
一.回
午
に
な
る
と
、

專
門科
目
しC
弓回
弓
劇当
科
U
が
あ
る
.

か
ら
、
な
⇔
べく
、
午
冶
分
奴
で
、
一

般
教
育
科
目
を
で
き
る
限
り
取
催
し

て
、
凸
田分
枝
へ来
て
か
ら
は
専
門
科

目
に
刀を
そ
モ
ぐ
よ
つに
し
た
力
が
よ

い
。文
層
系
字
部
.与ら
、
丁
泊
分
叔
で

一般教
胃科
目
',豪

位
以
⊥
、
修
湿

す
る
のは
班
能
で
あ
る
.
だ
か
ら
継慮

せ
ず
に、
受
認
㎞
・つ
一週
間
令
仙
つめ

る
よ
う
に
出
し
て
わ
、・の
も
ひ
と
つ
の

便
法
で
あ
る
。

一般
教
育
科
目
で
と
く
に
勉
強
し
た

い
も
の
が
あ
っ
た
ら
山田
分
秒
で改
め

て
受
講
す
る
よ
う
に
す
れ
はよ
い
。
と

く
に
教
職
鰍
佃
に
っ
い
て
は、
慰
法
と

教
育
学
を
取
懲
し
てお
く
こ
と
み
ず
す

め
る
。
理科
系
学
部
で
は
、
基
礎
教
育

科
日
と
の関
建で
、
き
き
た
い
入
又
、

れ
会
の
一般
教
曹
科
目か
受
講
で
き
な

い
こ
と
も
あ
る
が
そ
の場
合
、
や
は

り
基
拠
教
育
科
目
を
優先
さ
せ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
吉
田
分
校
で同
じ
内
容
の

綬
業
を
し
て
い
る
科目
も
あ
る
の
だ
か

ら
、
ど
う
し
ても
受
講
し
た
い
と
き

は
、
吉
田
分
板
へ
来
てか
ら
受
講
す
れ

ば
い
い
。

外
国
譜
の
履
修
に
つ
いて
は
、
大
て
い

第
一外
国
語
に
英
曙
をと
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
理
科系
、文
科
系
そ
間
わ
ず

で
き
る
限
り多
く
の外
国
語
を
解
し
簿

る
こ
と
が
躍
ま
し
い
が
よ
ほ
ど
の
努

　力
家
で
な
い
と
、鯖
一'一外
国
譜
ま
で
宇

泊
分
枚
で
マ
スタ
ーす
る
こ
と
は
難
か

し
い
。
宇
治
分校
では
第
二外
圏
語
を

一み
つ
ち
り
や
つ
て、
↓口田
分
核
で
は
余

裕
オ
持
っ
て
、第
.
一外
圃
譜
に
手
そ
の

ば
す
方
が
無
蛇
のよ
・つだ
。
し
か
し
講

祠
は
ち
ゃ
ん
と
ある
の
だ
か
ら
譜
学
の

好
さ
な
人
は大
いに
手
舟広
げ
て
14
ン

欲
に
、
中国
、
リ
シア
譜
を
マ
ス
タ
ー

し
て
欲
し
い。

ク
ラ
ス分
けは
、
第
碁
困
譜
の
雌
択

に
従
っ
て
分け
ら
れ
る
よ
う
だ
が
ド

イ
ツ
譜
か
選
ふ人
が
例
年
圧
倒
的
に
多

い
。例
え
は
、
法
学
部
な
ど
で
は
、
毎

年
イ
人
く
ら
い
し
か
フ
う
ン
ス
譜
を

趣
択
しな
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
譜
の
授
巣

の
力か
凹
曰く
、
先
生
も
"コ
イ
"
先

生
てろい
だ
と
の
㎡
判
で
あ
る
。
ド
イ

ツ
冶
かフ
一ソン
ス
諸
ゆを
選
択
す
る
の

に、
大
し
に理
田
は
な
い
と
思
わ
れ
る

か
ら
、
ど
し
と
し
フ
ラ
ン
ス
庸
哩選
択

す
る
の
も
い
い
た
う
つ
.

川サ
ー
ク
ル

川
字
治
分
秒
で
の

∴
:
・:
:

;
サ
ー
ク
ル、
自

治
会
活
動
は
ひ
し
ょ
一'2に
活驚
で
あ
る

宇
治
分
校
で
は
す
べ
て自
分
た
ち
の
手

で
や
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
こと
が
菖
し
く

も
あ
り
、
ま
た
、
独
自
の意
義
を
も
つ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。サ
ー
ク
ル
・自

治
会
の
B
O
X
は
おそ
ろし
く
陰
気
な

建
吻
で
、
内
部
は
先
鋭ど
も
の
う
っ
ぷ

ん
は
ら
し
の
あ
と
、落
轡
で
彩
ら
れ
て

い
る
。
ζ
れ
ま
で
自治
会
は
毎
年
新
し

い
組
織
序俸
っ
て
い
たが
、
今
年
度
か

ら
は
同
学
会
が
再
建さ
れ
た
こ
と
お
よ

び
憲
保
阻
止
四
月
闘舶
のた
め
に
新
た

に
結
成
す
る
こ
とを
や
ら
な
い
と
同
学

会
で
は
決
め
て
いる
。

サ
ー
ク
ル
は昨
年約
二十
が
生
ま
れ

秋
の
文
化
祭に
は
そ
の
成
果
を
競
っ

た
。
昨
年
め
だ
った
活
動
を
お
こ
な
っ

た
サ
ー
ク
ル
は
部路
研
、
中
圃
研
、
文

学
サ
ー
ク
ル、
仏
教
研
な
ど
で
あ
ろ

う
。
自
治
会
活動
は全
学
で
も
搬
も
活

発
で
、
昨
年
は
一.一度
の授
藁
餅
退
を
お

こ
な
い
、
バ
ス数
臼を
還
ねて
宇
治
か

ら
同
大
、
立
大
など
で開
か
れ
る
府
学

通
集
会
に
参
加
した
.

°
経
済
生
活
・
入
学
』
毎
初

の
一カ
月
は
な

に
か
と
金
が
かか
る
。
入
学
金
干
円
、

授
業
料
(削期
分
)
四
r
力
白
円
、
諸

会
費
(法
・経
。医
な
ど
)
ほ
か
に
任

噸
加
入
だ
が
生
沽協
同
胴
合
に
入
る
と

き
出
負
金四
白円
、
学
生
麗
保
組
合
の

加
入
金
ヨ
ニ
白円
(四
年分
)が
必
要
"

教
科
欝
そ
の他
の
字
用
品
、
世
帯
道
艮

な
ど
は個
人
差
が
大
き
い
が
、
あ
れ
や

こ
れ
や
で鍛
初
の
月
は
平
均
二
力
円
、

少く
て
も
一力
五イ
円
は
要
る
だ
ろ

う
。ふ
つう
の
時
の
一月
の
出
費
は宇

治
分校
で
平
均
八
千
円
(下
宿
)
だが

切
り
つめ
れ
ぱ
パ
千
円
、
景
に
いれ
ぱ

五
千
円
で
な
ん
と
か
や
っ
て
ゆ
け、
学

部
で
は
こ
れ
よ
り
一ー
ゴ
千円
多
く
な

る
.日

本
育
英
会
の
奨
学生
は五
月
ご
る

第
一回
の
募
築
が
あ
り
、秋
には
第
二

回
が
あ
る
。
最初
の選
考
に
は
入
学
試

験
の
成
綾
が
大
き
く影
響
し
、
二回
を

通
じ
て
助
顧
者
の
約
三分
の
一が
採
用

さ
れ
て
い
る
。
一般
に原
大
生
の生
盾

状
況
は
年
々
よ
く
な
っ
てお
り
、
採
用

は
漸
減
傾
向
に
あ
る
。
こ
のほ
か
少
数

だ
が
授
業
料
の
分
納
や免
除
の
道
も
あ

る
。
宇
治
分校
で
のア
ルバ
イ
ト
は
求

人
、
報
団
と
も
に少
く
ほと
ん
ど
あ
て

に
な
ら
な
い
。

完

バ
イ
ト
張
醒

一一十
三
年
度
の京
大
生
生
活
実
態
調
査

禽
伊生
部
調
べ
)
によ
る
と
教
養
部
で

「必
要
と
し
な
い」
人
ー3
十
九
・九
%

に
な
っ
て
い
る
。
「学
策
と
岡
立
し
な

い
」
人
が/
ル
パイ
ト
な必
製
と
す
る

人
の
う
ち
十四
・八
%
も
い
る
こ
と
は

問
題
の
深
刻
な
こと
を
ホし
て
い
る
.

そ
う
し
た
問題
は貝
体
的
に
解
次
す
べ

き
な
の
で
こ
こ
で
は
一般
的
な
問
題
を

の
べよ
う。

宇
治
分
校
で
は直
桜
ア
ル
バ
イ
ト
を
紹

介
す
る
事務
磯
闇
が
な
い
。
従
っ
て
本

学
の
西部
構内
にあ
る
学
生
部
厚
生
係

ま
で
来
る必
嬰
が
あ
る
。
本
学
へ
来
な

け
れ
は、
恥
醒
し
て
も
りえ
な
い
の
は

字
治
分
校
のひ
と
つ
の
大
き
な
ガ
ン
て

あ
る.
し
か
し
、
学
生
噺
話
室
の
分
室

へ縛
って
相
鹸
す
る
と
嫉
庭
教
帥
の
口

が
見
つか
る
場
合
か多
い
か
ら
、
ち
ゅ

う
ち
ょせ
す
に
積
極
的
-.指利
用
で
き
る

機
関
は
す
べて
利
用
丁
る
よ
つに
心
が

け
た
方
が
艮
い
。

ワココ　コ

コ
ココ

"宇
治
品
校
生
活
全
般
　

二
十
ゴ
年
度
か
ら
ク
ラ
ス担
任
制
が
し

か
れ
た
が
、
大
挙
は
学
生
を大
人
と
し

て
取
扱
う
か
ら
、
高
校
の担
任
制
と
は

}に
冨
か
発

に讐

こ
と
も
あ
る
で
・の

肌
合
い
が
異
る
かも
しれ
な
い
.
し
か

し
、
学
生
の
側
から
積
極
的
に
働
き
か

け
れ
は
、
決
し
て冷
く
扱
わ
な
い
は
ず

で
あ
る
。
主
体性
を
も
って
自
主
的
に

全
て
の
問
題
を
解決
す
る
態
度
を
持
て

は
、
最
初
あ
る
か
もし
れ
な
い
"頼
り

な
い
気
持
"
な
ど
はな
く
な
る
。
授
業

が
っ
まら
な
い
と
感
じ
た
ら
、
自
分

の
好
き
な
本を
醗
む
のも
い
い
で
あ
ろ

う
。
と
に
か
く
敏
養
部
時
代
に
で
き

る
か
ぎ
り
広
い読
書
を
心
が
け
る
こ
と

は
大
切で
あ
る
。
現
役
の
人
た
ち
で

「大
学
に
幻滅
を
感
し
た
」
と
い
6
人

が
多
い
が
、幻
滅
は
自
分
で
解
決
し
な

け
れ
は
なら
な
い
。
ち
ょ
っ
と
見
力
や

考
え
方
を変
え
る
こと
で
幻
滅
が
非
常

滅
饒
を
はし
軌
万
奪

丁
家
゜

源
氏
物
脳
の古
跡
に
か
こ
ま
れ
、
レR州

に
う
まる
宇
治
分
校
の
斑
堀
は
摺
贈
し

い
。宇
治
川
ラ
イ
ン
や
醍
製

か
ら
大

}

問
題
も
複雑
で根
深
い
も
の
が
あ
ろ
つ

が
ど
に
かく
自
殺
な
と
考
え
な
い
学
牛

生
砧
を
込
って
は
し
い
。
字
冶
分
荻
生

だ
け
のサ
ー
ク
ル
作
り
に
加
え
、
ク
ラ

ス
単
位
やサ
ーク
ル
琳
位
の
女
～
大
と

の
合
同
ハイ
キ
ング
な
ど
、
新
入
生
諸

召
を
待
ちう
け
て
い
る
活
動
分
野
は
侵

り
な
く
瓜
い
.

津
の石
山
寺
への
山
遭
な
ど
ハ
イ
ト
ン

」グ
コ
ー
ス
にも
恵
ま
れ
て
い
る
。
字
治

の
町人
の淳
朴
さ
を
失
っ
て
い
な
い
の

もう
れし
い
。
四
月
の
桜
、
五
月
の
最

っみ
な
ど
行
趨
も
多
い
。
"青
年
よ多

情
多
艇
な
れ
々
と
い
う
言
葉
で
新
入
生

の
諸
苔
を
歓
迎
し
ょ
う
。
張
切
っ
て
京

大
の
生
活
の
第
一歩
を
踏
み
出
し
て欲

し
い
。(カ

ソ
ト
写
翼
は
入学
式
か
ら
)

斗

、

京大生の共通のひろば
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京都大学新鳳ま・大正14年京謬帝国大学新聞として創刊され京大生によつて自主的に編集され、独立採算
制を継持し・学内のニユースはもとより・社会の動きに敏遮に進歩的な批判鵜神をもつて、報道に鎗評に日
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し・噂京大生の共通のひろは◆としての機能を発揮しています・畳かな学園生活のために京都大学新聞を御
購読下さい.

 

罐
'

'

、

'

す宇治は離れていま
宇治分校はQ文化粟つるところ"といわれています。本紙は常に新しい京大の息吹きを伝え、本学と結ぶ

唯一の心のきつなです。宇沿分校は本単と遠く離れているので、全員に定期購説をお願いしています。
定期購読者に京大合格者名簿を進量します。
粥体倹査の当日(3月28・29日)検 査場附近で受付けています。同封の振蓄用紙でもお申込を受付けます

定娚購読にはクーポン券を差上げます・あるいは下宿あるいは自宅への郵送も無料で行いまず。

定 期 購 読4年 分
2年 分

1年 分
京都市左京区
吉田京大構内

1000円

500円

300円

京 都 大 学 新 聞 社 振替口座
京都3909
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学

五
十
年
の
伝
統
と

先
輩
諸
兄
の
推
薦
す
る

山本 特 製
京大指定角帽

(京大生協で販亮しております)

▲京 都唯 一の
製 逡 販 売

▲市価の二割安
▲修 理 無 料
▲粗 品 進 塁
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店制本山
京都東山線丸太町上ル(熊野竃停削)

電 ⑦3428
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